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1. 平成２１年度 基本方針、重点施策・改善目標等 
 




















( 4 ) 計算科学に関する人材育成への取り組み 
計算科学に関する大学院共通科目を実施。前年度から始めた計算科学についてのデュアルディグリ制
度を本格的に実施する。 
( 5 ) 計算基礎科学に関する連携、および国際連携の推進 






( 6 ) 次期中期計画に向けての将来計画策定 
将来計画検討委員会を設け、計算科学の研究拠点としての、次期中期計画期間中の計画を策定する。 






















( 1 ) 運営体制の整備：研究体制の充実と強化に対応して研究企画・財務・総務広報等の執行体制及び事務
体制の高度化と効率化を図る必要がある。特に次期スパコンの稼動に当たり運用支援体制の強化を図る
必要がある。 




( 2 ) 予算面での課題：全学的な研究システムの整備の中で、基盤教育研究経費および間接経費の配分方式
について、研究センターの位置づけに関わる課題として引き続き検討の必要がある。 




2. 平成２１年度 実績報告 
 
2.1. 重点施策・改善目標等の達成状況 
( 1 ) 計算科学研究推進事業・大型プロジェクト研究の推進 
 超並列クラスタシステム PACS-CS による計算科学を推進する特別教育研究経費プロジェクト「計算科
学による先導的知の創出推進事業」を実施した。招聘、研究集会支援などを制度化し、実施した。 
 計算宇宙物理学のためのプロジェクト FIRST は、科学研究費（基盤 S）で推進した。 
 次世代 IT 基盤「e-サイエンス実現のためのシステム統合・連携ソフトウェアの研究開発」において、並
列プログラミング言語やグリッドの研究を推進した。 
 その他、JST CREST、科学振興調整費プロジェクト、科研費による大型プロジェクトなどを推進。 





 センター教員 3 名が理化学研究所客員研究員に委嘱され、次世代スーパーコンピュータの開発に貢
献している。さらに、センター教員２名が計算科学研究機構準備室室員として、計画策定に参画した。 
( 3 ) 共同研究・共同利用体制の整備 




( 4 ) 計算科学に関する人材育成への取り組み 
 計算科学に関する大学院共通科目を実施。 
 計算科学についてのデュアルディグリ制度を実施した。成 23 年度からはグローバル 30 での英語マス
ターコースを計画している。 










( 6 ) 次期中期計画に向けての将来計画策定 
 次期中期目標・計画期間に向けての計画の策定を取りまとめた。 
 






































( 8 ) 大規模計算設備を利用する「学際共同利用プログラム」の実施 
全国共同利用施設として、大規模クラスタ PACS-CS と T2K-tsukuba システムを利用する公募プロジェクト
「学際共同利用プログラム」を実施している。この公募プロジェクトはセンターのミッションの中心的な活動として、
今後とも積極的に推進していく。 






( 10 ) 人材育成への取り組み 


























































教授 青木 慎也, 宇川 彰, 金谷 和至（共同研究員） 
准教授 石塚 成人，蔵増 嘉伸, 吉江 友照 
助教 谷口 裕介 




学研究科と密接な連携のもと、格子 QCD の大型数値シミュレーションが推進された。 
筑波大学の格子ゲージ理論の研究者は、２００６年７月に計算科学研究センターの次期並列計算機として
PACS-CS が導入されたのを契機として新たな研究グループとして立ち上げられた PACS-CS Collaboration に
参加している。PACS-CS Collaboration では、PACS-CS や T2K-Tsukuba を主要な計算機資源として、3 種類
（up、down、strange）の軽いクォークをその物理的質量（物理点）において動的に扱うシミュレーションを行い、
QCD に関する近似のない物理的予言を行うことを目的として、N_f=2+1 QCD の大規模シミュレーションを進め
ている。また、これらの大規模シミュレーションのための Collaboration としての研究と並行して、核子間ポテンシ
ャルの研究、ハドロン間相互作用の研究、核子形状因子の研究、有限温度・有限密度 QCD の研究、や、計算




【１】  PACS-CS Collaboration の活動（全員） 
計算科学研究センターでは、平成 17 年度から 3 ヶ年計画で特別教育研究経費（拠点形成）を受けて開発・
製作が進められてきた超並列クラスタ計算機 PACS-CS（計算ノード数 2560、ピーク演算性能 14.3Tflops）が平
成 18 年 7 月から稼働を開始した。PACS-CS Collaboration は PACS-CS を主要な計算設備として格子 QCD
の研究を行うことを目的とし、筑波大学物理学系メンバーを中心として組織されている。その目標は、






ションを行い、QCD に関する近似のない物理的予言を行うことである。平成 18、19 年度は物理点へ向けて
up-down クォーク質量を段階的に軽くすることによって物理量のクォーク質量依存性を調べることが主要課題
であった。平成 20 年度より PACS-CS プロジェクトの目標である物理点でのシミュレーションへの取り組みを開
始し、平成 21 年度 reweighting 法を用いた物理点直上でのシミュレーションに成功した。また、物理点における
体積効果を調べるために超並列クラスタ計算機 T2K-Tsukuba（計算ノード数 648、ピーク演算性能 94.Tflops、
平成 20 年 6 月稼働開始）を利用してより大きな空間サイズのシミュレーションを実行中である。以下に平成 21
年度における進展を述べる。 
( 1 ) 物理点直上での 2+1 フレーバーQCD シミュレーション 
昨年度に引き続き、PACS-CS プロジェクトの目標である物理点直上でのシミュレーションに取り組んだ。この
計算では格子サイズ 323 x 64、格子間隔 a= 0.09 fm の格子上で非摂動的に O(a)改良された Wilson クォーク
作用と Iwasaki ゲージ作用を用いた。これらのパラメータは平成 18、19 年度に行ったクォーク質量依存性を調
べるための計算に使用したものと同じである。物理点直上でのシミュレーションを行う上での最大の問題は、
up-down クォーク質量および strange クォーク質量の物理点直上へのチューニングである。我々は reweighting
法を用いてこの問題を解決することに成功した（論文１）。図 1 左図は reweighting 因子の配位依存性を表して
いる。異なる配位間のゆらぎは安定していることがわかる。図 1 右図では左図の reweighting 因子を用いて、






図１：物理点直上での 2+1 フレーバーQCD シミュレーション。左図：Reweighting 因子の配位依存性。Rud は
up-down クォーク質量に対する Reweighting 因子を表し、Rs は strange クォーク質量に対する Reweighting 因
子を表す。Rud Rs は両者の積。右図：ハドロン質量の実験値との比較。Ωバリオンの質量で規格化されている。




黒丸は reweighting によるチューニング前の結果。赤丸は reweighting によって物理点直上にチューニングされ
た結果。青丸は up-down クォーク質量、strange クォーク質量、格子間隔を決めるためのインプットを表す。 
 
( 12 ) ρ中間子崩壊幅の計算 
これまで生成された配位を用いて幾つかの興味深い物理量の計算も行っている。特筆すべきは、ρ中間子
崩壊幅の計算である。ハドロン共鳴状態の深い理解の為には、ハドロン散乱位相を、格子上の数値計算により
定量的に評価し、実験値と比較することが本質的な重要性を持つ。 本研究では、1-- の共鳴状態である ρ
中間子の研究を、2 体πの散乱位相から行った。最初のステップとして、410 MeV のπメソン質量に相当する
up-down クォーク質量で生成された配位を用いて散乱位相の高精度計算を行った。これから得られた崩壊幅
の値は 113 +/-22 MeV であり、実験値 150 MeV をほぼ再現している。 本研究の成果は本年度論文に纏める
予定である。今後より小さなクォーク質量を用いた計算を実行し、クォーク質量依存性を調べる計画である。 
( 13 ) 格子 QCD による原子核の直接構成 





体積依存性を調べなければならないが、格子の空間サイズ L を 24 から 96 まで変化させる計算を行った結果
へリウム原子核が束縛しているという結論が得られた（図２）。 
 
図２： 格子 QCD による原子核の直接構成。左図は He 原子核と 4 個の核子の質量のエネルギー差の体
積依存性。L は格子の空間方向の長さ。S1,2 は原子核相関関数における演算子の選び方の違いを表




す。黒線は空間体積無限大への外挿の様子。右図は 3He 原子核と 3 個の核子の質量のエネルギー差の体積
依存性。 
 
【２】 有限温度・有限密度ＱＣＤの研究（青木、金谷、浮田 WHOT-QCD Collaboration） 
金谷、青木らは、東京大学初田、新潟大学江尻、広島大学梅田らとの共同研究で、Wilson 型クォークによ
る有限温度・密度ＱＣＤの研究を引き続き推進した。 
Wilson 型クォークによる系統的研究は世界的に見ても、1990 年代前後に行われた筑波の qcdpax, 
cp-pacs グループ以降、ほとんど行われていなかった。そのため、有限温度の相図が既に詳細に調べられて






( 1 ) 固定格子間隔アプローチと T-integral 法の開発 








現在、CP-PACS+JLQCD グループによる N_f=2+1 QCD の温度ゼロでの研究結果と公開されているゼロ温度
ゲージ配位を利用して、固定格子間隔アプローチに基づく N_f=2+1 QCD の有限温度配位生成を進めている。
これまでに得られた状態方程式に関する成果の一部を国際会議等で発表した。 
( 14 ) 重いクォーク間の自由エネルギーと遮蔽質量の研究 














及びフレーバー数依存性を示す。N_f=0 の結果と比べると、N_f=2 および 2+1 の結果は有意に大きく、軽いクォ
ークが大きな影響を持っていることが示された（論文 33,35）。 





コフ ライン相関関数から求めたデバイ遮蔽質量の温度、及びフレーバー数依存性。右図下の矢印は N_f=2 及











( 15 ) クォーク・グルオン・プラズマ相におけるチャーモニウム消失の研究 









の結果、少なくとも臨界温度の 2.3 倍 の温度まで 1S、2S、1P、2P 状態のチャーモニウムが消失することは確
認できなかった（論文 32）。 









【３】 ILDG・JLDG の構築（宇川，吉江，浮田） 
格子 QCD シミュレーションの基礎データである配位を国際規模で共有する International Lattice Data 
Grid プロジェクトに参画し、システムの改良に携さわると共に、定例のワークショップ（テレビ会議）を２回ホスト
した。また、国内の格子 QCD 研究者のデータグリッド Japan Lattice Data Grid の改良に携わった。 
 
【４】 格子 QCD によるバリオン間力の研究（青木 HAL QCD Collaboration） 
2 つの核子の間に働く力、核力は、中遠距離では引力、近距離では強い斥力になることが実験的に知られ
ているが、この核力の性質、特に近距離での斥力(斥力芯と呼ばれている)を理論的に導くことは、素粒子原子
核物理に残された大問題の 1 つである。 
青木、石井らは、東京大学の初田との共同研究で、二核子系の波動関数から核子間のポテンシャルを導き
出すという方法を用いて格子 QCD により計算したが、その方法のまとめの論文 14 を発表した。また、青木はポ
テンシャルの近距離での振舞を解析的手法で研究した(論文 16, 22)。 
また、青木と学生の村野らは、ポテンシャルのエネルギー依存性及び、角運動量 $L$ 依存性を調べ、これ
らのポテンシャルは少なくとも、E= 0〜45 MeV、L= 0 〜2 において利用可能であることを示した(論文 28)。 
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【１】 FIRST プロジェクト 
( 1 )  概要 





（平成 20 年度～平成 24 年度，代表 梅村雅之）に基づき，宇宙第一世代天体および原始銀河形成に関する
大規模なシミュレーションを実行するプロジェクト（FIRST プロジェクト）を推進した。 




めに，PC クラスタに新規開発したサーバ組み込み型の重力計算専用ボード Blade-GRAPE を埋め込んだ 宇
宙シミュレータ FIRST を完成させた。 
FIRST は，256 の計算ノード，2 つの管理ノード，2 つのファイルサーバ，および Gfarm ファイルシステムから
なる。計算ノードのうち，16 ノードは 32 ビット型 Blade-GRAPE を有し，224 ノードは 64 ビット型 Blade-GRAPE 
X64 を有する。ファイルサーバは 2 台で合計 4.5TB の容量をもつ。Gfarm ファイルシステムは，ネットワーク共
有ファイルシステムであり，分散したローカルディスクから一つの共有ファイルシステムをつくる機構である。これ
により，総計 22TB の共有ファイルシステムが構築されている。FIRST の総演算性能は，36.1TFLOPS であり，
内ホスト部分 3.1TFLOPS，Blade-GRAPE 部分 33TFLOPS である。また，主記憶容量は総計 1.6TB である。 
( 18 ) 大質量ブラックホール多体系におけるブラックホールの合体成長 
多くの銀河中心には 106 から 109 太陽質量の大質量ブラックホール(SMBH) が存在する。銀河はより小さな
銀河同士の衝突合体によって形成されたため，その中にあるブラックホールも合体成長した可能性がある。そ
れらのブラックホールの合体成長過程は明らかになっていない。  
SMBH 同士が合体するにはそれぞれの軌道角運動量を抜く必要がある。２つの SMBH だけで合体すること
は難しい。SMBH の軌道角運動量を抜く機構の１つは銀河の星による力学的摩擦であるが，２つの SMBH 間
距離が収縮すると，SMBH の間を通る星がなくなるため力学的摩擦が効かなくなり，SMBH 間距離の収縮が
止まるからである(Begelman et al.1980; Makino, Funato 2004)。もう１つ SMBH が銀河内に存在すると，その
SMBH が２つの SMBH の軌道角運動量を持ち去るため，２つの SMBH は合体できる(Iwasawa et al.2006)。より
多くの SMBH が銀河内に存在する場合，いくつかの SMBH は合体することが予想される。しかし，合体過程が
落ち着いた後の SMBH の質量関数は自明ではない。  
我々は１つの銀河の中に 10 個の等質量の SMBH が存在する場合に，SMBH の合体を通して，SMBH の質
量分布がどのように進化するかを N 体シミュレーションによって調べた。その結果，５つの SMBH が合体して１
つになった。一方，残りの SMBH は一度も合体を経験しなかった。合体に寄与した SMBH の軌道角運動量を
奪う機構は，それらが銀河中心にないときは銀河の星からの力学的摩擦であり，銀河中心にあるときは SMBH
同士の三体相互作用である。１つの SMBH だけが合体成長するのは，質量の大きい SMBH 程，銀河の星から





SMBH の成長過程の１つに SMBH 多体系があった可能性を示唆する。 




Mori & Umemura (2006)の高精度流体計算による銀河進化のシミュレーション結果に対して３次元輻射輸送計
算を行い，超新星爆発が活発的に起きている銀河が非常に高い電離光子脱出確率を持つことを示した








( 20 ) TREE 構造を用いた高速 Radiation Smoothed Particle Hydrodynamics 法(START)の開発 
輻射は物質との相互作用を通じて，ガスの化学進化や力学進化に影響を与える。このような過程を矛盾無く
解く為には，輻射輸送計算と流体力学計算をカップルさせた輻射流体計算が必要となる。そのような輻射流体
計算法の一つに Radiation Smoothed Particle Hydrodynamics(RSPH)法というものがある(Susa 2006)。この手法
では，放射源一つにつきおおよそ O(N)(N は SPH 粒子数)の計算量で輻射輸送計算が可能となる。我々は，こ
の計算法を用いて種族 III 星からの紫外線フィードバックに関する研究を行ってきた(Hasegawa, Umemura and 
Susa 2009 など)。この RSPH 法を含め多くの輻射輸送計算では輻射性再結合による放射はすぐその場で吸収








光子の平均自由行程と同程度になる場合，On the spot 近似が適当でないことを明らかにした。 
( 21 ) 三次元輻射輸送から探る相対論的ジェットの構造 












本研究では，Ohsuga et al.(2009)の計算結果を用いて，三次元輻射輸送計算を行い，FLD 近似の妥当性を検
証した。また，FLD 近似では正確に求められない輻射ストレステンソルや輻射フラックス等を計算し，円盤から
の輻射が，どの程度ジェットの収束，加速に影響を与えるかを調べた。 




























銀河発生学の探究」（平成 21 年度～平成 24 年度，代表 森正夫）に基づき，銀河の標準進化模型を構築す
べく銀河形成・進化の理論研究を推進している。 


















電離光子脱出確率を見積った。結果として，赤方偏移 z=3 -6 においては星形成銀河により銀河間ガスを電離
する事が可能である事が示された。さらに電離源解明の鍵を握る電離光子脱出確率についての質量依存性
やそのメカニズム，電離源を担う銀河の典型的質量について議論した。 
( 25 ) ライマンアルファエミッタとサブミリ銀河との関係 
近年，ライマンアルファエミッタやライマンブレイク銀河の観測研究の分野では，従来からの可視光波長のみ

































た 3 次元並列流体コードの開発を行った。 










































のガス温度は輻射温度よりはるかに高くなる。(3) 質量降着率が臨界値よりはるかに小さい状況(RIAF に対応) 
では，主にガス圧が重力と釣り合った分厚い円盤が形成される。円盤上空では磁気圧がわずかに重力に勝り，















( 1 ) Baryon Acoustic Oscillation の非線形成長 







BAO の振動スケールは 100h-1Mpc 程度であるので，その時間的な成長は線形理論が適用可能な範囲では
あるが，宇宙論パラメータや暗黒エネルギーの状態方程式のパラメータを高い精度で決定するためには，非線
形な効果を採り入れたモデル化が必要となる。一般に，摂動論による弱非線形成長の取扱いが行われるがそ
の適用範囲については必ずしも明らかでは無かった。我々は宇宙論的な N 体シミュレーションを用いて BAO
の非線形成長のシミュレーションを行い，様々な摂動論的な取扱いの適用可能範囲を明らかにした。 
( 33 ) 衛星銀河問題の解決 
構造形成の標準的な理論となっているコールドダークマターモデルは, 我々の天の川銀河のような銀河が















( 34 ) 合体銀河における爆発的星形成 
従来の銀河形成シミュレーションは数値的分解能が足りないため，銀河内での星形成領域を直接取り扱うこ
とは出来ず，温度 104 度, 密度 nH 0.1cc-1 程度の温かいガスで星形成が起こると仮定していた。そこで，








・基盤研究（Ｓ）：梅村 雅之 (代表者)（継続） 
「第一世代天体から原始銀河に至る宇宙暗黒時代の解明」 (2,700 万円)  
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 The Structure of a Slim Disk Outflow Explored by Three-Dimensional Radiation Transfer 
 （三次元輻射輸送から探るスリム円盤アウトフローの構造） 
２．佐久間 優 
 Feedback Effects of First Supernovae on the Subsequent Population III Star Formation 
 （連続的種族 III 星形成に対する初代超新星のフィードバック効果） 
３．佐藤 大介 
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【1】 レーザー場中における半導体超格子のFloquet状態の解析  







ついては未解決となっていた。本研究では R-matrix Floquet 理論を用いた数値
計算により DWSL における局在性の解析を行った。右図は計算から得られた
Excess DOS(通常の状態密度に相当)の擬エネルギー依存性である。ここでは、
レーザー強度を表す Ponderomotive 半径を 1 からDL≡108.2(.a.u)まで変化さ
せている。=1 における鋭いピーク(局在状態に対応)がの増大とともに減衰し
ていく様子が分かる。DL においては強束縛近似では動的局在状態が形成され鋭いピークが再び見られる




とされているが、本計算の結果はこの動的局在が不安定化することを示唆している。更に Dynamic Fano 
Resonance(DFR)という概念に基づいて動的局在の不安定化が説明できることを示した。 















































































J.Phys.B に登載された。再散乱電子の空間分布図は J. 
Phys. B 2009 年 Highlights として引用された。 
 
【5】 Fano 共鳴理論の新展開 
近年、多価イオン生成装置の開発が進み、電子と多価イオンの衝突における 2 電子性再結合スペクトルでも
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【１】 新しい酵素「ハイブリッド・リボザイム/タンパク質触媒」の発見とその反応機構 [文献 1, 5] 












造のダイナミクスを同時に解析する研究を推進した。これまでは，QM 部分に CPMD が用いられるケースが多
かったが，今後は全電子 ab initio DFT 計算を用いた解析システムが，（目的に応じて使い分けられながらも）
その主流を形成していくであろう。これは，計算パフォーマンスの不利を超えて，その計算精度を追及する理
由によるものである。 
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Deletion of bonded and non-bonded 
interactions between QM atoms.
Switching of charges of QM atoms.  
Force
Gamess Introduction of one electron integral term with respect to MM atoms
Amber Integration  Update of coordinates
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between the two programs
Gamess … QM calculation (all electron based HF/DFT hybrid method)
Amber … MM & MD calculation
 
図１ QM/MM ハイブリッド・インターフェースプログラムの役割 
したがって，後者の「全電子 ab initio DFT 計算」と組み合わせたハイブリッド QM/MM MD シミュレーション
は，生体反応機構の詳細を高精度に解析する目的において，現在最先端の計算技術といえるものであり，こ
の解析手法の応用が，今後の生物物理学理論の発展のひとつの鍵を握っているといえる。そのためには，前
述のように，Structural Informatics における技術開発もまた同時に不可欠であることを意味する。 
 こうした全電子 ab initio DFT 計算と組み合わせて，ハイブリッド QM/MM MD 計算を生物物理学へ応用し
た研究は，国際的にみても最先端の成果である。中でも以下のケースは特に重要であり，RNA 分子とタンパク



















図２ ハイブリッド QM/MM MD 計算の対象となった RNA・タンパク質複合体の立体構造 
（左図） ロイシル tRNA 合成酵素（LeuRS）と，その基質として作用する tRNALeu，および tRNALeu に結合した



























子数~165,000 個）に対して，ハイブリッド QM/MM MD 計算を実行した。本研究では，考え得る 4 つの反応スキ
ームすべてについて，QM/MM MD 計算を実行し，LeuRS によるエディティング反応における反応経路を解析
した。酵素反応機構の解析では，用いる初期構造の十分な検討と適切な反応座標の設定とが，非常に重要で
ある。以上の解析の結果，エネルギ障壁が最も低い最適な反応スキームを見出した。この反応経路（図３）の特
徴は，基質部位（tRNALeu における 76 位のアデノシン A76 およびバリン）が有するリボースのヒドロキシル基
（3'-OH）が，求核剤を活性化する点にある（図２）。これはすなわち，tRNA 自身が反応を駆動することを意味









究において見出したバリル-tRNALeu は，(1) 水分子が求核剤として作用する点，および (2) タンパク質が反応
を直接に手助けする点において，従来のリボザイムとは異なることが示唆される。さらに，これまでの実験結果












































そのためにまず，MD 計算に一般に用いられているエネルギ関数（ff99 および ff02）の評価を行った。ここで
ポテンシャルの比較参照値としては，極めて高精度な量子力学計算法である CCSD(T) 法に対して，さらに基
底関数のサイズに因る誤差を補正することにより，「完備な基底関数を構成して計算した場合のエネルギ値」を
見積もることによって得られる値を採用した。その結果，ff99 および ff02 ともに，Na+–・・結合に対しては先の比
較参照値を全く再現し得ないことがわかった。特に ff99 における安定化エネルギは，CCSD(T)による値の半分







り，先の CCSD(T) 法と同等の計算精度で，しかし必要な計算時間は ff99 および ff02 とほぼ同じレベルにおい












































































図６ Grid-based Energy Representation（GER）法によって得られたポテンシャル・カーヴ（緑）。 
青は ff99 による計算結果。 
この GER 法を用いた MD 計算（5 ns）では，Na+–Phe 相互作用様式は安定に保持され，その活性部位の立
体構造は，実験構造を安定に再現した。これより，T1 リパーゼにおける Na+–Phe 複合体の役割は，その非常に
大きいエンタルピ利得によって，活性部位の立体構造の安定化に寄与することが明らかになった。また，Phe





また，ff99 を用いた MD 計算から明らかなように，Na+–Phe 間の安定化エネルギが小さいと，Na+–Phe 結合は
保持されない。これは，Na+–Phe 結合よりもさらに弱い 水–Phe 結合が安定に保持されないことを示唆している。




実際，水–Phe 結合を仮定した MD 計算においては，実験構造を正確に再現しないことが明らかになった。した
がって，X線結晶構造解析で得られた，Phe近傍の球状の電子密度は，水分子ではあり得ない。このようにして，
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の系においては電子が MOS 構造の反転層から、絶縁膜を介したンネルによりナノサイズの Si ナノドットへ注入
され、２次元電子ガス-量子ドット結合系と考えられるが、この系におけるトンネルを考えてみる。２次元電子ガス
の波動関数が広がっているときには、０次元系の量子ドットへのトンネルは起こりにくいが、２次元電子ガスが量
子ドット直下で局在したときにはじめて、トンネルが可能となる（図 2）。我々は２次元電子ガスから Si ナノドットへ
の電子注入が、従来はないとされてきた直接トンネル領域で温度依存を示すことを見出した(図 3、Y. Sakurai 
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( 40 ) 原子核の三次元的回転運動の理論（橋本、堀端（青森大）） 











( 41 ) Gogny 力を用いた時間依存 HFB コードの開発（橋本、笹倉） 
  我々は、Gogny 力を用いた時間依存ＨＦＢ（ＴＤＨＦＢ）方程式を数値的に解く方法を開発・展開している。
微小振幅の撃力を与えた波動関数を初期条件にした場合にはこの方法は準粒子ＲＰＡになる。今回は、振幅






















 本研究は、海外の研究者との密接な協力により進めている。米国ワシントン大学の G.F. Bertsch 氏とは経
常的に研究強力を行っている。またスペイン・サンセバスチャンの A. Rubio 氏及び同グループのメンバーと、研
究協力の進め方について検討中である。 
 
( 1 ) 分子の振動子強度分布の系統的計算（川下、矢花、岩田、中務（理研）） 
時間依存密度汎関数理論に基づく振動子強度計算を、多種の分子（２原子分子の例として、N2, O2, 3 原子





 これらの結果は、Taylor&Francis 社から出版予定の書籍「Charged Particle and Photon Interactions with 
Matter: Recent Advances, Applications, and Interfaces」の中の１章として発表する予定である。 
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( 1 ) 北極振動研究 
北極振動(Arctic Oscillation: AO)とは、ワシ
ントン大学の Thompson and Wallace (1998) に




























【２】次世代型全球雲解像モデル NICAM の移植と開発（田中博） 
東京大学気候システム研究センター(CCSR)と地球環境フロンティア研究センターでは、次世代大気大循環




































   




空間分解能 3km の領域気候モデル WRF によって予測された地球温暖化にともなう日本の熱帯夜日数の変化．
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( 1 ) 新奇真核生物種 YPF602 株と TKB055 株の系統的位置の解明に向けた予備研究 
パラオ共和国の海水サンプルから新奇従属栄養性真核生物 YPF602 株を単離した。光学顕微鏡・電子顕微
鏡観察からこの YPF602 株は、これまで知られている何れの単細胞真核生物にも類似していないことが分かっ
た。この生物から 6 種類の遺伝子配列を決定・系統解析したところ、YPF602 株は光合成性真核生物であるクリ
プト藻類、あるいは一次植物類との近縁性が示唆されたが、その系統的位置は確定できなかった。これは 6 遺
伝子データ中には、YPF602 株の系統的位置を精度よく推定するには情報が不足しているためだと予想される。
分子系統解析と顕微鏡観察データにもとづき YPF602 株を Palpitomonas bilix として記載した論文は、Protist




TKB055 株から複数遺伝子を単離し系統解析を行ったところ、エクスカバータ生物群の Discoba と呼ばれるグ
ループとの近縁性が示唆された。これまでに、顕微鏡観察結果と系統解析の結果をまとめ TKB055 株を
Tsukubamonas globosa として正式に記載する論文を Journal of Eukaryotic Microbiology 誌に投稿した（現在査
読中：Yabuki, Nakayama, Yubuki, Hashimoto, Ishida, Inagaki. Tsukubamonas globosa gen. et sp. nov.; a novel 
excavate flagellate possibly holds a key for the early evolution in "Discoba"）。 
正式記載論文の作成と並行し、Palpitomonas bilix の大量培養を行い、ポリ A RNA サンプルを調製した。こ
のポリ A RNA サンプルをもとに次世代シークエンシング用ライブラリーを作製、網羅的発現遺伝子（Expressed 
sequence tag or EST）解析を行った。H22 年度は、EST 解析により取得した遺伝子配列データを整理し、大規
模配列データを作製・解析することにより、Palpitomonas bilix の系統的位置の精度良い解明を目指す予定で




( 1 ) NY0170 株の解析 
沖縄県石垣島のマングローブ林底泥から新規従属栄養性真核生物 NY0170 株を単離した。光学
顕微鏡から NY0170 株はトリコモナス原虫に代表される寄生性真核生物種が大多数を占める
Parabasalia に属すると予想された。我々は小サブユニットリボソーム RNA 遺伝子の塩基配列を決定










( 1 ) 発見的樹形探索法の効率評価 
昨年度から引き続き発見的樹形探索法の効率評価を行った。我々は、300 個の 10 配列データから生成可






( 4 ) 遺伝子サンプリングが連結データ解析結果にもたらす影響 
我々は 10,000 ポジション以上をふくむに 27 遺伝子データを用い、遺伝子サンプリングが一次植物類（紅藻
類、緑色植物類、灰色藻類）の単系統性の復元にどのような影響があるかを精査した。その結果、一次植物類
単系統に対するサポートが、データサイズよりも遺伝子サンプリングにより大きく変動することが判明した。この
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Tsukubamonas globosa gen. et sp. nov. の分類学的・系統学的研究（Oral）2009 年 10 月 30 日-11 月 1
日 第 42 回日本原生動物学会(石巻専修大) 
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2. 概要 
本研究グループは, 高性能計算システムアーキテクチャ, 省電力システムアーキテクチャ, 並列数値処理
の高速化研究, 広域分散環境におけるデータ共有を中心とするグリッド計算技術等の研究を行っている．研
究分野は計算機アーキテクチャ研究グループとグリッド研究グループに分かれるが, 常に両グループ間で共




( 1 ) クラウド技術を用いた高信頼並列ソフトウエアのテスト環境 D-Cloud の開発（佐藤） 
 クラウドコンピューティングシステムを用いての計算資源の管理をベースとして, テストシステムの構築, フ
ォルトインジェクションによるハードウェア故障エミュレーション, 様々なテストケース・シナリオの自動化機能を
提供するクラウドコンピューティングシステム D-Cloud を提案し, そのプロトタイプを開発した．D-Cloud を用い
ることにより短期間で効率的なプログラムテストが可能となる．なお, JST-CREST「省電力でディペンダブルな組
込み並列システム向け計算プラットフォーム」プロジェクトは, 中間評価を受けた（下記(2), (3)も同様）． 
 
( 5 ) 高性能・省電力・耐故障並列システムリンクに関する研究（朴, 塙） 
 ルネサステクノロジ社との共同研究により, PCI-Express gen.2 テクノロジに基づく並列システム向け相互結
合網リンク PEARL の開発を行い, これを実現する通信スイッチチップのプロトタイプである PEACH チップの実
装を行った．PEACH は 4 レーンの PCI-Express gen.2 リンクを 4 ポートと, これらの間の通信を制御する 4 コア




の組み込みプロセッサを持つ通信チップである．PC クラスタ等の PCI-Express バスに接続することにより, 高性
能で耐故障性を持つ通信リンクを省電力で実現できる．過去 3 年間に渡り設計と開発を行い, PEACH チップ
の実装に成功した．完成した PEACH チップの物理特性と基本動作について評価・確認を行い, 基本コンセプ
トに基づく応用に問題がないことを確認した． 
     
PEACH チップフロアプラン PEACH チップを搭載した PCI-Express テストボード 
 
( 6 ) Ethernet トランキングに基づくクラスタ間結合ネットワーク（朴, 塙） 




ジや通信パターンにおいて, 従来の RI2N よりも最大で 40%程度性能が向上することを確認した． 
 
【次世代並列処理言語 XcalableMP の研究開発】（佐藤, 朴） 
 E-Science プロジェクト「並列プログラミング言語に関する研究開発 」において, 分散メモリ構成を基本とす
る大規模並列処理システムにおける並列 HPC アプリケーションのため, 並列プログラミング言語 XcalableMP
（XMP）の開発を行っている．XMP は OpenMP のようなディレクティブベースの言語で, グローバルビューでの
並列化が簡易に行うことができる．これに加えて, PGAS 的な概念に基づき, ノードを中心としたローカルビュー
をプログラミングをサポートとしている．モデルで提供される動作を明確に定義することによって, 性能チューニ
ングが可能なフレームワークを提供する．当該年度は, SC09 において, HPCC ベンチマーク Class2 に結果を
提出し, ファイナリストにのこり, Honorable Mention を受けた． 
 
【仮想マシン環境における省電力化技術の研究とデータセンター電力ベンチマーク】（佐藤） 




 NEDO グリーン IT「エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術の研究開発／データセンタのモデル設




( 1 ) 大規模環境における広域ファイルシステムの評価（建部） 
 オープンソースで研究開発を進めている Gfarm ファイルシステムの大規模広域環境における性能評価を
行った．国内 13 拠点（はこだて未来大, 東北大, 筑波大, 国情研, 東大, 東工大, 早稲田, 慶応, 京大, 神
戸大, 広大, 九大, 九工大）の計 239 ノードの PC クラスタ群を利用し, 147 TByte の広域ファイルシステムを構
築した．メタデータ操作の性能測定では, 11拠点のクライアントからの同時アクセスで毎秒3, 570操作の性能を
実現した．同一共有データの複数拠点, 複数クライアントからの読出しでは, 7 拠点の計 56 クライアントの同時
読み出しまでクライアント数を変えて計測したが, 読込み性能はクライアント数に対しスケールし, 全体で毎秒
5, 133MByte の読込み性能を達成した．メタデータサーバの性能ボトルネックとはなっておらず, さらにクライア
ント数が増加した場合も引き続き性能がスケールすることが見込まれる．本性能評価結果については, New 
Generation Computing 誌に投稿し, 採録が決定した．  
 
( 7 ) JLDG におけるグループ内広域ファイル共有の実現（建部, 佐藤） 
 素粒子物理研究グループとの共同研究により, 国内の素粒子物理学研究者における大規模データ共有
基盤 JLDG の構築, 運用を行っている．JLDG は筑波大を中心とし, KEK, 金沢大, 京大, 阪大, 広島大で構







( 8 ) T2K グリッド連携, 9 大学グリッド連携（建部, 佐藤, 朴） 
 筑波大, 東大, 京大の三大学における T2K システム間の連携を図るため, 筑波大 CCS 認証局の運用を
行っている．グリッド環境としては, 単一認証におけるログイン, ファイル転送, 広域分散ファイルシステムの運
用を行っている．本年度は単一認証を利用した遠隔からのジョブ起動について検討を行った．現在, GRAM2, 




GRAM4 および OGSA-BES というジョブ起動の規格があるが, 現在の T2K 筑波スーパーコンピュータシステム
の運用を変えないで導入可能な規格は GRAM2 であり, GRAM2 について遠隔からジョブ起動が可能となるよう
システム開発を行った．これにより, 標準のグリッドミドルウェアを用いた T2K 筑波システムに対するジョブ起動
が可能となった．また, 9 大学のスパコンセンターにおけるグリッド連携に参加し, T2K 筑波システムの計算ノー






( 1 ) 並列高速フーリエ変換（FFT）の自動チューニング手法に関する研究（高橋） 
科学技術計算で広く用いられている並列 FFT の性能を改善するために, 自動チューニング手法の研究を
行った．性能に関わるパラメータとしては, 全対全通信方式, 基底, ブロックサイズがあるが, それぞれに対し




















































( 9 )  T2K 筑波システムによる円周率 2 兆 5769 億 8037 万桁計算（高橋） 
平成 20 年 6 月に導入された T2K 筑波システムにおいて, 640 ノードを用いて円周率 2 兆 5769 億 8037 万
桁を計算した．主計算が 29 時間 5 分, 検証計算が 44 時間 30 分で完了した．その間一度もシステムダウンは
なく, T2K 筑波システムの高い信頼性を実証することができた． 
 
( 10 )  Block Krylov 部分空間反復法に関する研究（多田野） 
 複数本の右辺ベクトルをもつ連立一次方程式 AX = B を高速・高精度で解くための Block Krylov 部分空
間反復法の研究を行った．従来の解法では, 右辺ベクトル数 L を増やすと反復回数は減少するが, 解の精度
が悪化していた．新たに開発した Block BiCGGR 法により, 反復回数の減少と高精度近似解生成の両立を達
成した．また, 格子 QCD 計算で現れる連立一次方程式に対しては, Jacobi 前処理付き Block BiCGGR 法が有
効であることを明らかにした． 
 




       
        (a) 前処理無し．                             (b) Jacobi 前処理付き． 
格子 QCD における Block BiCGGR 法の相対残差履歴．■：L = 1, ■：L = 2, ■：L = 4,  
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て，分散環境において高信頼化を実現する Semi-Active Standby 方式を提案した．これは，各分散ノード間の
通信にバッチ処理を導入することで，既存手法である Active Standby 方式，Upstream Backup 方式を一般化
し，リカバリ時間とバンド幅オーバヘッドの調節を可能にすることが可能となった．また本研究では，提案手法
の評価実験を行い，本方式の動作特性を検証した． 



























記憶と二次記憶を有機的に利用することで，この問題に対応するための新たな索引機構 Rsb 木(R-tree with 
Semi-Bulkloading)を開発した．この成果は，著名な国際論文雑誌である TKDE に掲載された． 
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( 1 ) XML データに対する OLAP（天笠，北川） 
  XML データに対して必要な情報を獲得するための処理としては，検索が一般的である．しかしながら，
XML の応用範囲が広がるにつれ，検索処理だけではなく，より複雑な分析処理と知識発見を可能にする対話
的分析処理(OLAP; Online Analytical Processing)のサポートが重要になる．我々は，XML データの分析処理
を可能にする XML-OLAP 技術の研究開発を行っている．OLAP では，データを多数の属性からなる仮想的
な多次元キューブととらえ，キューブに対して演算を適用することによって分析を行う．今年度は，XML-OLAP
において重要な役割を持つ TOPOLOGICAL ROLLUP 演算に着目した．これは，XML の特徴である木構造を
利用し，葉ノードから根ノードに向かって集約計算を繰り返し行う演算であり，XML の木構造におけるさまさま
ざまなレベルでの集約値を使った解析を可能とする． TOPOLOGICAL ROLLUP 演算を高速に実行するため
のいくつかのアルゴリズムを考案し，その特質を実験により評価した．  











ある Holistic Twig Join を対象とし，それを並列化することに成功した．具体的には，入力となる XML データのノ
ードストリームを，XML の木構造に基づきリアルタイムに分割し，それを各 CPU コア上で並列に処理する．
Holistic Twig Join のアルゴリズムの特徴を検討し，データ並列性とタスク並列性の両者を生かした処理が行え
ることが特徴である．この研究発表により，Machdi Imam 氏は DEIM2010 の学生奨励賞を受賞した． 
( 3 ) プライバシー保護検索技術（天笠，北川） 




























































イバシー保護検索技術の一種である，OPES (順序保存暗号化法，Order-Preserving Encryption Scheme) を















に，天気図の閲覧性の向上するため，GoogleEarth 上に天気図をマップするための KML ファイルの公開サー
ビスも行っている． 





Support Vector Machine(SVM) を用いて分類する手法を開発した． 
( 3 ) 格子 QCD アンサンブル XML のファセット検索（天笠，北川） 
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第 2 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2010), 2010 年 2 月 28 日～3 月 2 日. 
17. 塩川 浩昭, 北川 博之, 川島 英之，"分散ストリーム処理環境における適応的高信頼化手法", 第 2
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2010), 2010 年 2 月 28 日～3 月 2 日. 
18. 渡邊 桂太, 高橋 翼, 天笠 俊之, 北川 博之，"グラフ構造解析を用いたソーシャルブックマークにお
けるスパマー検出", 第 2 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2010), 2010 年 2
月 28 日～3 月 2 日. 
19. 上江 まり子, 橋本 隆子, 北川 博之，"動画コンテンツ共有サイトの可視化手法の研究", 第 2 回デー
タ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2010), 2010 年 2 月 28 日～3 月 2 日. 
20. 菊森佳幹，天笠俊之，川島英之，北川博之，"流域水循環シミュレーションシステムと河川・流域データ
ベースの連携", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
21. 佐藤亮，川島英之，北川博之，"ベイズネットを用いた時系列イベントに対する確率推論処理", 情報処
理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 




22. 山口卓郎，天笠俊之，北川博之，"センサネットに対する XML ビューの提案", 情報処理学会創立 50
周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
23. Xin Li, Hideyuki Kawashima, Hiroyuki Kitagawa，"Complex Event Processing over Uncertain Data 
Streams", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
24. 阿部泰芽，川島英之，北川博之，"ストリーム処理エンジンにおける複数書込み最適化の提案", 情報
処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
25. 于美麗，天笠俊之，北川博之，"アソシエーション抽出を用いた Web 情報の統合方式" 情報処理学会
創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
26. 郭楽，天笠俊之，北川博之，"不確定性を有するデータ集合に対する外れ値検出", 情報処理学会創
立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
27. 駒水孝裕，天笠俊之，北川博之，"異種 XML データに対するファセット検索システムの性能評価", 情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
28. 史航，天笠俊之，北川博之，"On Finding Functional Dependencies in XML Data", 情報処理学会創立
50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
29. 高橋翼，川島英之，北川博之，"映像ストリームとタプルストリームの統合利用のためのモデルの提案", 
情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
30. Nguyen Thien Truc，川島英之，北川博之，"データストリーム処理におけるコスト推定に基づく動的な
来歴保存方式", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
31. NGO SY VIET PHU, 天笠俊之，北川博之，"属性の共起関係に着目した WWW からの効率的な
XML データ抽出", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11
日. 
32. 渡邊桂太，高橋翼，天笠俊之，北川博之，"グラフ解析に基づくソーシャルブックマークにおけるスパマ
ー検出", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
33. 大澤昇平，天笠俊之，北川博之，"マイクロブログにおけるコミュニティの抽出と分析", 情報処理学会
創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
34. オオルイジョン，川島英之，北川博之，"StreamSpinner の EC2 における評価", 情報処理学会創立 50
周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
35. 上江まり子，橋本隆子，北川博之，"動画コンテンツ共有サイトの可視化手法の研究", 情報処理学会
創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 




36. 清野真奈，天笠俊之，北川博之，"注釈によるトレーサビリティ機能を持つ XQuery 処理系の実装", 情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
37. 山口祐人，高橋翼，天笠俊之，北川博之，"リンク構造解析による Twitter ユーザのランキング手法", 
情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
38. LI CHONGJIE, Toshiyuki Amagasa, Hiroyuki Kitagawa，"Efficient Privacy Preserving Query 
Processing using GPGPU", 情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3
月 11 日. 
（４）受賞 
1. 研究会優秀論文：川島英之，北川博之，天笠俊之，「ストリーム処理における来歴データ永続化の投
機的実行方式」，情報処理学会ユビキタスコンピューティングシステム研究会(UBI)， 2009 年 5 月 15
日，奈良県新公会堂．Vol.5, pp. 1-8. 
2. 学生奨励賞：Machdi Imam, Amagasa Toshiyuki, Kitagawa Hiroyuki, "Task Parallelism for TwigStack 
Algorithm on a Multi-core System" 第 2 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 
2010), 2010 年 2 月 28 日～3 月 2 日. 
3. 学生奨励賞：駒水 孝裕, 天笠 俊之, 北川 博之，"異種 XML データに対するファセット検索における
多様な検索"，第 2 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム(DEIM 2010), 2010 年 2 月 28
日～3 月 2 日. 
4. 学生奨励賞：大澤昇平，天笠俊之，北川博之，"マイクロブログにおけるコミュニティの抽出と分析"，情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
5. 学生奨励賞：上江まり子，橋本隆子，北川博之，"動画コンテンツ共有サイトの可視化手法の研究"，情
報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会, 2010 年 3 月 9 日～3 月 11 日. 
（５）その他成果デモ展示 
イノベーションジャパン 2009（主催：JST, NEDO）：「大規模センサデータ処理のためのデータストリーム管理
基盤」，2008 年 9 月 16～18 日，東京国際フォーラム． 
 




5.2. 計算メディア分野  
1. メンバ 
教授 大田 友一 













































屋内外を問わないため、例えば GPS 等が利用できない環境でも利用可能である。（主な研究費：厚生労働省 
障害者保健福祉推進事業（障害者自立支援機器等研究開発プロジェクト）「画像・GPS 等のセンサ統合による
日常利用可能な屋内外視覚障害者歩行支援システムの開発」（研究代表者 静岡県立大学 石川准、研究分










































自由視点映像撮影・提示インタフェース       「体感！デジタルパワーがやってくる」(2010.3.20) 
【２】監視カメラ映像を活用する視覚支援方式 （大田、亀田、北原） 
( 1 ) シースルービジョン（大田、亀田、北原） 














シースルービジョンの処理概要                シースルービジョンの様子 
    左上：監視カメラ、中上：監視カメラ映像、右上：対象                  背後の大型ディスプレイは情報端末画面と同一 
    左下：情報端末、中下：情報端末カメラ映像、右下：シースルービジョン 















( 4 ) センシングウェブ （大田、亀田、北原） 









     
実証実験会場（新風館）              プライバシに配慮するシースルービジョン 
利用者は２階回廊から中庭を見下ろす                 パラソル下の人物と関係のない利用者は、 
パラソルの下の人間をアイコンの形で観ることになる 







場所： 京都市 中京区 新風館(〒604-8172 京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町 586-2) 
第１回 日時： 2009 年 7 月 31 日(金) 12:00-17:00  
第２回 日時： 2009 年 9 月 19 日(金) 13:00-18:00  


























      


















































      
画像処理を重点的に行う領域   映像時空間の偏微分による Micro Expression 検出 
 





















日付：2010 年 3 月 8 日 
場所：東京都千代田区厚生労働省 
     
東京駅近郊の路上の様子    一般画像検索の応用による実現       システム内の画像処理の様子 
4. 研究業績 
（１）研究論文 
1. An Installation of Privacy-Safe See-Through Vision; Masayuki Hayashi, Ryo Yoshida, Itaru Kitahara, 
Yoshinari Kameda, and Yuichi Ohta, Procedia - Social and Behavioral Sciences, vol.2, no.1, pp.125-128, 
(2010.3) 
2. Facial Micro-Expressions Recognition using High Speed Camera and 3D-Gradient Descriptor; Senya 
Semion Polikovsky, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Third International Conference on Imaging for Crime 
Detection and Prevention (ICDP-09), 6pages (2009.12) 
3. 3D Pointing Interface by Using Virtual Diorama for Attention Sharing; Masayuki Hayashi, Itaru Kitahara, 
Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Proceedings of "Let's Go Out" Workshop in conjunction with 
International Symposium on Mixed and Augmented Reality 2009 (ISMAR09), 2pages (2009.10) 
4. MR based Visualization of Viewing Fields of Surveillance Cameras in Outdoor Scene; Yoshinari Kameda, 
Dao Ngoc Thanh, Itaru Kitahara, Yuichi Ohta, The 1st International Workshop on Aware Computing 
(IWAC2009), pp.733-736 (2009.9) 
5. MR-Mirror: A Complex of Real and Virtual Mirrors; Hideaki Satoh, Itaru Kitahara, Yuichi Ohta, 13th 
International Conference on Human-Computer Interaction (HCI International 2009), pp.482-491 (2009.7) 
6. サッカーシーンにおける選手視点映像提示のためのリアルタイム選手軌跡獲得手法; 糟谷望, 北原格, 
亀田能成, 大田友一, 画像電子学会誌, 38, 4, pp.395-403 (2009.7) 




7. Automatic Player’s View Generation of Real Soccer Scenes Based on Trajectory Tracking; Nozomu 
Kasuya, Itaru Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, Proceedings of 3DTV Conference 2009 (Capture, 
Transmission and Display of 3D Video), 4pages (2009.5) 




1. センサ情報利用によるシースルービジョン; 大田友一, 情報処理学会 創立 50 周年記念全国大会 
(2010.3) 
2. 複合現実感と Sensing Web; 大田友一, 日本色彩学会・視覚情報基礎研究会 2009 年度 第 4 回研究発
表会 (2010.3) 
3. 画像処理技術の新たな展開; 大田友一, 電子情報通信学会 2009 年総合大会, SS-5-6 (2009.3) 
（B）その他の学会発表 
1. ３次元位置センサとフィールド俯瞰映像を用いたサッカーシーンの自由視点カメラ操作方式; 渡邊哲哉, 
北原格, 亀田能成, 大田友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.191 (2010.3) 
2. 駐車場見守りシステムのための移動物体撮影手法の一検討; 渡辺大介, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 
電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.112 (2010.3) 
3. シースルービジョンにおける移動物体のポップアップ表示; 吉田亮, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 電
子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.189 (2010.3) 
4. 車両の往来に合わせた優先表示による交差点近傍の空瞰映像生成; 藤垣真人, 北原格, 亀田能成, 
大田友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.192 (2010.3) 
5. マルチ解像度光源マップを用いた光学的整合性の評価実験方式; 末次祐樹, 北原格, 大田友一, 電子
情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.159 (2010.3) 
6. CHLAC 特徴量と錐制約部分空間法を用いた複数物体の動作分類; 佐藤竜太, 亀田能成, 大田友一, 
電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.174 (2010.3) 
7. 自由視点映像生成のための低解像度映像を用いた人物動作推定; 越田弘樹, 北原格, 亀田能成, 大
田友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.129 (2010.3) 
8. 環境カメラによる交差点周辺領域の動的な危険度マップの作成; 剣持星二, 北原格, 亀田能成, 大田
友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.193 (2010.3) 
9. 多視点顔画像データベースを用いた モバイルカメラ画像中の人物識別手法の検討; 見目真一, 北原格, 
大田友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.140 (2010.3) 
10. 色情報を利用した環境カメラ画像群からの人物探索方式; 宇津野雄亮, 北原格, 大田友一, 電子情報
通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.154 (2010.3) 




11. Experimental Setup for Micro-Expression Detection ; Senya Polikovsky, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, 
電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.136 (2010.3) 
12. 画像から復元された３次元特徴点マップ群の世界座標系への統合; 林将之, 北原格, 亀田能成, 大田
友一, 電子情報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.188 (2010.3) 
13. 輝度勾配特徴を用いた Mean-Shift 探索による目領域追跡手法; 佐藤秀昭, 北原格, 大田友一, 電子情
報通信学会 2010 年総合大会講演論文集, p.203 (2010.3) 
14. 影と３台のカメラを使った選手位置推定; 糟谷望, 北原格, 亀田能成, 大田友一, 電子情報通信学会
2010 年総合大会講演論文集, p.209 (2010.3) 
15. ウィンドシールドディスプレイを用いた道路鏡像提示に於ける幾何整合性と見易さの関係; 川俣貴也, 北
原格, 亀田能成, 大田友一, 電子情報通信学会 技術研究報告 MVE, 109, 373, pp.237-242 (2010.1) 
※2010 年 1 月 MVE 研究会 MVE 賞受賞 
16. CHLAC 特徴量と錘制約部分空間法による動作分類; 佐藤竜太, 亀田能成, 大田友一, 電子情報通信
学会 技術研究報告 PRMU, 109, 374, pp.173-178  (2010.1) 
17. 遠隔協調型複合現実感における距離画像を用いた人物像の立体提示; 岡本祐樹, 北原格, 大田友一, 
電子情報通信学会 技術研究報告 MVE, 109 ,  215 , pp.53-58  (2009.10) 
18. 複合現実感における手と仮想物体の隠れ境界に生じる違和感の軽減手法; 田中康宏, 北原格, 大田友
一, 電子情報通信学会 技術研究報告 MVE,  109 , 215 , pp.47-52 (2009.10) 
19. 仮想俯瞰模型を用いた３次元位置共有方式における 情報提示手法の検討と評価; 林将之, 北原格, 
亀田能成, 大田友一, 第 14 回日本バーチャルリアリティ学会大会論文集, 4pages (2009.9) 
20. CHLAC 特徴量と部分空間法による複数行動の分類; 佐藤竜太, 亀田能成, 大田友一, 画像の認識・理
解シンポジウム 2009 論文集(MIRU2009), pp.1344-1349 (2009.7) 
21. ３次元位置センサと俯瞰映像モニタを用いた自由視点映像提示インタフェース; 渡邊哲哉, 北原格, 亀
田能成, 大田友一, 第 5 回デジタルコンテンツシンポジウム (DCS2009), 6pages (2009.6) 
22. Watching a Player's View in Real Soccer Scenes by Using Player Trajectories; Nozomu Kasuya, Itaru 
Kitahara, Yoshinari Kameda, Yuichi Ohta, The Second Korea-Japan Workshop on Mixed Reality 







日時：2009.5.9, 2009.6.13 (いずれも 10:00-16:00) 









場所： 京都市 中京区 新風館(〒604-8172 京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町 586-2) 
第１回 日時： 2009 年 7 月 31 日(金) 12:00-17:00  
第２回 日時： 2009 年 9 月 19 日(金) 13:00-18:00  
















仮想俯瞰模型を用いた 3 次元空間の指示共有システム（林将之） 
